




•発達障害
•脳性麻痺
•知的能力障害
•歯科治療恐怖症
•異常絞扼反射
• etc.



①行動変容法 ②薬物行動調整法



行動理論を応用して望ましい行動ができるように変えてい
くことを行動変容といい、これを治療に用いたものを指す。

１．不安軽減法（情動反応）

リラクセーション法
レスポンデント条件づけ
系統的脱感作法
エクスポージャー法
Tell-Show-Do(TSD)法
カウント法
フラッディング法

モデリング法

２．行動形成法（自発行動）

オペラント条件付け
トークンエコノミー法
タイムアウト法
ボイスコントロール
シェイピング法



リラクセーション法

力を抜き、リラックスすることで、不安を抑制する効果が高い方法。定義

通常は指示に従って手足の力を入れたり抜いたり、深呼吸して、リ
ラックスする方法が取られるが、診療台のうえでリラックスさせる
ために天井テレビを見せたり、介助磨きを行う方法もある。

特徴



モデリング
観察学習、模倣学習ともいわれ、モデルの行動を観察することに
よって観察者の行動に変化が生じる現象。

定義

リラックスして歯科治療を受け入れ、誉めてもらっているのが適切
なモデルである。

臨床



薬物行動調整法

• 笑気吸入鎮静法
• 静脈内鎮静法
• 全身麻酔法





静脈内鎮静法（意識下/無意識下）

歯科麻酔科医

術者

大学院生
アシスタント

学生アシスタント



全身麻酔法（無意識下）

歯科麻酔科医

歯科麻酔科医

学生アシスタント

学生アシスタント
術者



緊急時など状況によっては身体抑制を行うことも有ります



一般目標

行動目標



【３ヶ月コース】

一般目標

行動目標




